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１．はじめに 

令和 3 年 3 月 31 日付で国土交通省北陸地方整備局およ

び東日本高速道路株式会社新潟支社では、令和 2 年 12 月

の関越自動車道集中降雪を契機として、集中降雪時におけ

る冬期道路交通の確保のための対応をとりまとめた。そこ

には、一提言として「集中降雪時の交通傷害の発生を予防

する方策を検討・確立する」こととし、具体的には「過去

のスタックの発生した場所やスタックしやすい IC・SA・

PA・ランプ部にスタック等を防止するための融雪設備等に

ついて検討する」という内容が盛り込まれている。1）また、

本報文で紹介する凍結抑制舗装区間は、磐越自動車道の福

島県会津地方に位置し冬期には積雪の多い地域であるため、

冬期道路の安全・円滑な交通確保のための路面管理が重要

な課題となっている。これらを受け、先般、東日本高速道

路株式会社東北支社会津若松管理事務所の協力のもと、凍

結抑制舗装工法「アイストッパーＲ」を施工する機会を得

ることができた。本報文では、そのアイストッパーＲ施工

後一冬目の追跡調査結果による凍結抑制効果の検証事例を

報告する。 

２．凍結抑制舗装の概要 

2-1 凍結抑制舗装の分類 

 凍結抑制舗装は主に、化学系、物理系、物理化学系、粗

面系の4系統に分類される。 

化学系凍結抑制舗装は、有効成分（塩化ナトリウム、塩

化カルシウム等）を含有した材料をアスファルト混合物中

に添加・混入することで凍結抑制効果を付与した舗装であ

る。物理系凍結抑制舗装は、舗装表面および舗装体内に添

加された弾性材料が通行する車両の荷重により発生するた

わみ作用で舗装表面の雪氷のはく離、破砕を促進し路面露

出率を高めることで凍結抑制効果を発現する。物理化学系

凍結抑制舗装は、物理系と化学系の凍結抑制効果を併せ持

った舗装技術である。粗面系凍結抑制舗装は、舗装表面を

粗くすることで冬期路面においても舗装表面のテクスチャ

（路面凹凸の凸部）を確保したり、通行車両のタイヤの接

触により路面に張り付いている氷の摩耗を促進することに

よりすべり摩擦抵抗の改善が期待できる舗装である。2） 

これらの中で、アイストッパーＲは物理系凍結抑制工法

に分類される。 

2-2 アイストッパーＲの概要 

(1) アイストッパーＲの概要 

アイストッパーＲは、東・中・西日本高速道路㈱の仕 

様の高機能舗装Ⅱ型タイプの混合物にゴム粒子を混合す

るとともに、舗装表面にもゴム粒子を散布・接着した凍

結抑制舗装である。施工後初期は主に表面に接着したゴ

ム粒子がたわみ、舗装表面が摩耗してからは内部に混入

したゴム粒子が露出してたわむことで凍結抑制効果を発

揮する。また、副次効果として舗装表面の「きめ」に凍

結防止剤が残留することで、凍結防止剤の持続効果が期

待できる。なお、混合物の耐久性は高機能舗装Ⅱ型と同

等である。アイストッパーＲの概念図を図-2.1に示す。 

 

図-2.1 アイストッパーＲの概念図 

(2) アイストッパーＲの凍結抑制性能 

 アイストッパーＲの凍結抑制性能を以下に示す。なお、

通常のアスファルト舗装の性能も併記する。 

1) 氷板ホイールトラッキング試験による氷板ひび割れ面

積率 

 氷板ホイールトラッキング試験は、舗装調査・試験法便

覧C056Tに準拠し-5℃の温度

条件での走行試験後に氷板の

ひび割れ面積率を評価するも

のである。試験状況を写真-

2.1に、試験結果を図-2.2に

示す。図-2.2より、アイスト

ッパーＲは通常舗装より高い 写真-2.1 氷板ホイールト 

氷板ひび割れ面積率を示して      ラッキング試験 

いることがわかる。 

 

図-2.2 氷板ひび割れ面積率 

＊1 大林道路㈱技術部生産技術一課 ＊2 東日本高速道路㈱東北支社会津若松管理事務所改良 



2) 圧雪による回転ラベリング試験 

 圧雪による回転ラベリング試験は、アスファルト混合

物の供試体上に人工的に積雪状態を模擬し、走行試験後

にすべり抵抗値（BPN）を測定して走行回数によるすべり

抵抗値（BPN）の変化を評価するものである。試験状況を

写真-2.2に、すべり抵抗値（BPN）測定結果を図-2.3に示

す。 

 図-2.3に示すように、通常舗装は走行回数が増えても

すべり抵抗値（BPN）はほとんど改善しないが、アイスト

ッパーＲは、走行回数が増えるほどすべり抵抗値（BPN）

が改善していることがわかる。 

 

写真-2.2 圧雪による回転ラベリング試験 

 

図-2.3 走行回数ごとのすべり抵抗値（BPN） 

 

３．工事概要 

3-1 工事概要 

工 事 名：磐越自動車道 猪苗代磐梯高原～ 

津川間舗装補修工事 

施工箇所：磐越自動車道 上り 143.9KP～144.2KP 

走行・追越（西会津PA付近) 図-3.1参照                                                                                                          

施工期間：2021 年 8月 30日～9月 2日 

施工内容：切削オーバーレイ工（t=10cm）2,400㎡ 

表層：アイストッパーR用混合物 t=40mm 

基層：基層用遮水性As混合物    t=60mm 

 

図-3.1 アイストッパーＲ施工箇所 

 

3-2 施工状況 

 アイストッパーＲは、通常のアスファルト舗装と同様

の施工方法であるが、アスファルトフィニッシャに表面

ゴム散布用のゴムチップスプレッダの装着、二次転圧に

水平振動ローラを使用する必要がある。施工状況を写真-

3.1に、施工完了全景および舗装表面を写真-3.2に示す。 

 

写真-3.1 施工状況 

 

写真-3.2 施工完了全景および舗装表面 

４．追跡調査内容 

4-1 調査年月日・時刻・気象状況 

調査年月日：2022年2月2日（施工後約5か月経過） 

時   刻：7：30頃 

気 象 状 況：前日19：00頃より降雪、以後、断続的

に当日8：00頃まで降雪 

気   温：0℃（高速道路の表示板） 

4-2 調査および評価方法 

 アイストッパーＲ施工箇所とその前後の通常舗装区間

の路面ついて、以下に示す方法で調査および評価した。 

(1) 目視観察 

走行車両からの目視と車内に取り付けたデジタルビデ

オカメラ（表-4.1参照）による映像および静止画により

路面の状況を観察した。 

(2) 画像二値化処理による路面露出率 

 路面露出率による評価方法は、凍結抑制舗装調査要領

（例）3）で示されているが、路面露出幅等を実測する方

法4)であるため道路規制が必要となる。本調査では走行車

両から撮影したデジタルビデオカメラの映像を用いて各

区間の代表地点の静止画を抽出し、その画像の対象範囲

をトリミングして二値化処理することにより路面露出率

を算出することとした。二値化処理後の黒ピクセル部分

を路面露出箇所とし、全体ピクセル数に対する黒ピクセ

ル数の割合を路面露出率とした。静止画抽出位置を図-

4.1に、路面露出率の算出手順を図-4.2に、トリミング画

像を図-4.3に、二値化処理画像を図-4.4に示す。 



表-4.1 デジタルビデオカメラの仕様・取り付け状況 

 

 

図-4.1 静止画抽出位置 

 

図-4.2 路面露出率算出手順 

 

 

図-4.3 トリミング画像 

 

図-4.4 二値化処理画像 

５．調査結果 

5-1 目視観察結果 

 アイストッパーＲ区間は、追越車線起終点部のBWPに薄

く雪氷（シャーベット）が見受けられたが、ほぼ全面的

に雪氷は見受けられなかった。一方で、隣接した高機能

舗装Ⅰ型の通常舗装区間については、走行・追越車線と

もにBWPと両側区画線付近に雪氷（圧雪およびシャーベッ

ト）が、追越車線の一部でOWPおよびIWPに薄く雪氷（シ

ャーベット）が見受けられた。 

 以上の目視観察結果から、アイストッパーＲが一定の

凍結抑制効果を有しているものと判断できる。 

各区間の代表的な雪氷状況を図-5.1～図-5.3に示す。 

 

図-5.1 アイストッパーＲ区間の雪氷状況 

 

図-5.2 通常舗装区間（郡山側隣接工区）の雪氷状況 

 

図-5.3 通常舗装区間（新潟側隣接工区）の雪氷状況 

※　路面露出率（％）　＝　（黒のピクセル数　／　全体ピクセル数）　×　100

路面の映像撮影

映像から画像の抽出

評価対象路面をトリミング

二値化処理

ピクセル数のカウント

路面露出率の算出※



5-2 画像二値化処理による路面露出率 

路面露出率の評価は、代表箇所の画像のうちアイスト

ッパーＲ区間2箇所、土工部通常舗装区間2箇所、橋梁部

通常舗装区間2箇所の走行車線を対象とし、それぞれ2箇

所の平均値を区間の路面露出率として比較した。 

路面露出率の算出結果を表-5.1～表-5.3に示す。 

 それぞれの区間の路面露出率は、アイストッパーＲ区

間が 97.3％、土工部の通常舗装区間が 72.2％、橋梁部の

通常舗装区間が 62.5％となり、アイストッパーＲ区間の

路面露出率が最も大きくなった。この結果は目視観察結

果とほぼ一致している。このことから、画像二値化処理

による路面露出率は、凍結抑制効果の評価方法として妥

当である可能性を有していることが確認できた。また、

路面露出率の算出結果よりアイストッパーＲが一定の凍

結抑制効果を有しているものと判断できる。 

 

表-5.1 アイストッパーＲの路面露出率 

 

 

表-5.2 通常舗装区間（土工部）の路面露出率 

 

 

表-5.3 通常舗装区間（橋梁部）の路面露出率 

 

６．まとめ 

 本調査結果よりアイストッパーＲは、通常舗装と比較

して雪氷付着程度が少なく、路面露出率が大きいことか

ら一定程度の凍結抑制効果を有していることが確認でき

た。また、車輪通過位置以外の部分にも凍結抑制効果が

及んでいることが明らかとなった。これは、舗装表面に

接着させたゴム粒子の雪氷付着抑制効果や凍結防止剤の

残留効果によるものと考えられる。 

凍結抑制舗装は、降雪量や気温などの気象状況や交通

状況により凍結抑制効果の表れ方が異なるが、本調査結

果から路面の画像を用いた路面露出率により凍結抑制効

果を定量的に評価できる可能性があることを確認できた。  

今後、供用年数により凍結抑制効果が変化することも

考えられるため、継続して追跡調査を実施し凍結抑制効

果や評価方法の妥当性を検証する予定である。 

本報文が、積雪寒冷地における冬期道路管理手法の一

助になれば幸いである。 

 最後に、当該工事の施工、追跡調査および報文執筆に

あたり、工事発注者である東日本高速道路株式会社東北

支社会津若松管理事務所の関係者に多大なる協力をいた

だいた。ここに感謝の意を表する。 
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